Sein und Wort: Der Versuch über das Anwesend und Erscheinend by 佐藤 幸三 & SATOU Kouzou
















































































































て主題化し、現在とはそのつどの尖端の部位 Endglied であり（vgl., Husserliana, Bd. X, 
Nijhoff, HAAG, 1966, S. 175, 以下、Husserliana からの引用は Hua.と表記する）、それ
は人間の意識にとっては「今が成す系列というなかでのそのつどの頂点
Kulminationspunkt」（ibid.）であり、「もっとも明瞭に見える点 Punkt des deutlichsten 





gegegwärtig」は、「不伏蔵態という空け開かれた対域 Gegend」（Holzwege, Vittorio 







の都度暫時の間のもの Das Anwesende ist das Je-weilige」6（id., S. 323, 邦訳、391頁）
として現在に住まい、由来と立ち去りの中に暫時の間留まるとされる。しかし、他方、
現前するものは現在的でありながら、非現在的に現前するものをも指示していて、そ





Beigekommen」（id., S. 319, 邦訳、387 頁）は、おそらくはフッサール哲学に照らして

















































見さしめる das zeigende Sehenlassen）」（US., S. 222, 邦訳、272 頁）ことである。言葉


















の本質の中には、この与えるもの was gibt が蔵されている」（US., S. 193, 邦訳、
232 頁）と言いつつ、その根拠をドイツ語の Es gibt に求めている（vgl., id., S. 194, 邦
















の本質は Es ist からの訣別であると述べられているが




























































































































































































































































































1 ロックによれば、「一般に、人は実体 substance の観念
．．
をもたず、実体がそれ自体において何













る（vgl., Was ist Metaphysik?, Verlag von Friedrich Cohen in Bonn, 1930, S. 19–20, 邦訳、52–54頁参
照）。 
5 「現前すること Anwesen は現前するもの Anwesende を、すなわち現在的なもの gegenwärtige
と非現前的なもの ungegenwärtige とを、不伏蔵態の中に保護する」（Holzwege, S., 321、邦訳、 389
頁）。「現在的に現前しているものは、それが非現在的なものの中に自らを所属させる限りにお
いて、現在的なのである」（id., S. 329, 邦訳、400頁）。 
6 jeweiligは辞書 Duden では、zu einer bestimmten Zeit gerade bestehend, すなわち、暫くの時間延
長を持つという意をもつ語であるとされている。 
7 「Ort（場所）という名辞は、根源的に槍の先端を意味していて、そこはすべてが集う場所で




世界を譲り渡すこと、である。」（US., S. 214, 邦訳、260 頁）。 
9 「性起は言の構図を収集し、その構図を展開しつつ、多様な仕方で示すという構成へと展開
せしめる」（US., S. 259, 邦訳、320 頁）。 




11 Es gibt～で「～がある」の意であるが、直訳すれば「Esが～を与える」である。 
12 「その場合、すべての《Es ist》からの分離が生じます」（US., S. 154, 邦訳、187頁）。Es ist…










（US., S. 257, 邦訳、318頁） 
15 文法的には成立しないが、「（ ）は何がしかを与える」の意。 
 
（さとう・こうぞう 無所属） 
